２４年度　生物科学１（未履修）課題まとめ

課題１（第１週）
· 自分が人工生命体や人工知能の開発に携わるとして、どういうものが出来れば完成といえるのか？
· それらと実際の生命や知能との違いは何か？

配布資料２１や３０にある、生命、生物の定義とも照らし合わせて考えてみる。


課題２（第２週）
· 今回の開講期間中に、今日紹介した４冊（下記参照）の本のうち一冊でよいので読んでみる。
· 期末試験までに５００字程度の感想文を提出した人は、『受講態度』の項目で評価される

４冊の本
1. 単純な脳、複雑な『私』　池谷裕二著
2. 生物と無生物のあいだ　　福岡伸一著
3. 利己的な遺伝子　　　　　リチャード ドーキンス著
4. DNA                   ジェームス　D　ワトソン著

課題３（第４週）
· メンデルの分離、優性、独立の３法則についてまとめてみる。
対立遺伝子および遺伝子座の関係について焦点を当てる
具体的な実験結果について言及する
· メンデル以前に考えられていた遺伝のしくみについて調べる。

課題４（第５週）
DNA分子の構造を規定する、デオキシリボース間のホスホジエステル結合と塩基間の水素結合は、DNA分子が遺伝子であることに対して、どのように関連づけられるか、まとめる。


課題５（第６週）
DNAの末端複製問題と、細胞寿命、細胞のガン化（不死化）について、テロメアとテロメアーゼとも関連づけて、調べ、まとめてみる。

課題６（第９週）
メンデルの優性の法則を、転写、翻訳、および、タンパク質の機能に関連づけて、まとめる。その際『対立遺伝子』をキーワードとして文中で的確に用いる。

課題７（第１０週）
ゲノミクスおよびプロテオミクスを中心に『オミクス（オミックス）』と呼ばれる研究について、理解し、まとめる。

課題８（第１１週）
· 生物（生命）起源について、化学進化説とその他の論説に分けて、それぞれについてまとめてみる。
· 生命の起源を考えるにあって、自分にとって最も大切な論点は何か、考えてみる。

課題９（第１２週）
『生体膜』について調べ、まとめてみる。

課題１０（第１３週）
[bookmark: _GoBack]M期の出来事を、基幹因子の活性に関連づけてまとめる。
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